
血球細胞DNAメチル化変化を標的とした新規腎臓病治療戦略の開発

腎臓病を血球細胞DNAメチル化から治療する
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＜研究概要＞
私たちは腎臓におけるエピゲノム変化、およびエピゲノム変化形成プロセスに関与するDNA損傷に注目して腎臓病の病態解明
を試みています。本研究では、腎臓病が他臓器合併症を来す全身疾患であることから、腎臓のDNA損傷が、腎臓だけでなく血
球細胞のDNAメチル化変化も惹起し、腎障害の増悪、他臓器障害に関与している可能性に注目し、腎臓病およびその合併症の
新規治療標的開発を目指します。
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